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11,ト ウ モ :ロ コ シ の 新『メ商 書 1」 ヒEな :づ旺メまび丙 の
病 原 :司定

草地試験場 環境部
作物 病害 研究 室

目的・背景

本病はトウモロコシ葉身に斑点を生じる病害で、北海道、東北、関東および中部
地方などで発

生しており、その被害は広がりつつある。発生時期はトウモロコシごま葉枯病より
やや早く、6

月下旬ごろから下葉に発生し始める。典型的な病斑は直線形で、大きさは約
5‐

"XO.5-2mmで
あ

るが、環境条件あるいは品種によつては長楕円形となり、ごま葉枯病の病斑と区別し
にくくなる。

また、病原菌もごま葉枯病と同じ l壺亘笙塾属である。このため本病菌の種の同定を行
い、ごま

葉枯病との相違を明確にすることを目的とした。

成果の内容

本病原菌はその無性世代の形態から3嘔亜∞Lと考えられたため、標準菌株との形態比較、交

配試験により同定した。

(1)病斑はごま葉枯病が構円形から長方形で、全体が橙色から褐色になるのに対し、北方斑点病

は直線形から長構円形で、中央部が灰自色、周縁部が褐色となる (写真)。

(2)こ ま葉枯病菌 [ユpo上咀墨 壼■、生墨 の分生胞子は明褐色、紡錘形で、しばしば曲がり、大きさ

は約98X17.5μ であるが、北方斑点病菌の分生胞子は暗褐色、長筒形で、ほとんど曲がらず
、

大きさは約80X13.5μ である (写真)。

(3)分生胞子などの形態から、北方斑点病菌は 3。 2el∞Lと考えられたため、同菌株をアメリ
カ合衆国より特許輸入し、交配試験を行ったところ、日本産の19菌株中11菌株が交配し、子

の

う胞子を形成した。また、交配した11菌株中10菌株が交配型A、  1菌株が aと、交配型の分布

に偏りが見られたことから、本病が日本で発生し始めてからまだ間がないと推察された。

(4)以上の結果から、本病菌を無性世代 L鯉1笙墨 2ei∞L(StOut)Sh∝腱kerヽ 有性世代 C∝L
li山dus calbonutt Nelsonと 同定した。

活用面と留意点

(1)ごま葉枯病に対して抵抗性を示す系統であっても、北方斑点病に対して抵抗性を示すとは限

らない。したがつて、圃場でのごま葉枯病抵抗性検定に際しては、北方斑点病の病斑と混同じ

ないようにする必要がある。

(2)本病には 3つのレースが知られており、レース 1は輪紋形、レース 2は小長方形、レ
ース 3

は直線形の病斑を形成する。日本で発生しているレ…スはその病斑型からレ
ース 3と考えられ

る。
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病徴 (北海道、十勝市 )

写真 1.議 ヒププリ旺ズ簑寿覇

病徴 (栃木県、西那須野町)

写真2.こ
｀
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分生鞄子

分生胞子
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